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手堅い試合で勝ち上がってきた栃木と、２回戦では大将戦を勝ち抜いてきた大分とのベスト４をかけた一戦。先鋒
戦、栃木松本がやや強引に間合に入ったところを大分竹下が上手く捌いて面を決める。その後も相手の攻めを巧み
に凌ぎ一本勝。まずは大分が先手を取った。続く次鋒戦、序盤から上段に構える大分山田が終始試合の主導権をと
り延長に入って数合後、栃木若林の手元が上がったところに見事に小手を決め勝負あり。中堅戦は後のない栃木松
澤が踏ん張り双方同時に反則の一本を与えられ、延長に入った直後に攻防の中から引き面を決め大分稙田を下し副
将につなげる。ここで勝負を決めたい大分横尾は、気合い充分の攻めを見せ、一瞬の隙をとらえた引き胴を決め一
本勝で栃木高橋を下し、大将を待たずして試合の勝敗が決まった。大将戦は栃木澤部が意地を見せ思い切りの良い
面を決めて一本勝であった。実力のある両チームの戦いぶりは見ごたえがあった。
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